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イールドスプレッド
全銘柄加重平均配当利回り（J-REIT）
新発10年国債金利
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

Ｊ－ＲＥＩＴ見通し

 11月のJ-REIT(東証REIT指数)は、前月末比－1.20%の1,662.14ポイントで引けました。
 11月のJ-REITは、トランプ次期政権の政策が米金利上昇を招くとの憶測から日米金利が上昇し、上値の重い展開が続き
ました。

 国内金利は、米金利に影響を受けやすい展開が続いており、トランプ氏の政策への警戒感から当面日米長期金利は高水
準で推移することが予想され、12月のJ-REITは上値の重い展開が続くと考えられます。

【 東証ＲＥＩＴ指数（配当除き）の推移 】 【 Ｊ－ＲＥＩＴの予想配当利回りと新発10年国債金利、スプレッド 】


